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ユーラシアからグローバル・ヒストリーへ
John Darwin, After Tamerlane: The Rise & Fall of Global Empires, 1400-2000をめぐって
工藤駿・小林和夫・宮川耕平
本稿では、2007 年に出版されたジョン・ダーウィン『ティムール以後─グローバルな諸






































第 4 章 The Eurasian Revolution は本書のハイライトのひとつであり、工藤が担当する。ここ
では近年経済史の分野で注目されている K・ポメランツの議論を参考にしながら、18 世紀後
半からの「ユーラシア革命」によってヨーロッパが非ヨーロッパ世界に対する優位を獲得する
過程が示される。しかしそれも圧倒的な支配ではなく、第 5 章 The Race Against Time で述べら





そういった限界を論じ西洋の力を相対化するために、非ヨーロッパ世界の事情が第 6 章 The 
Limits of Empire で示される。この章も従来の「帝国主義」理解に新たな光を投じる部分であり、
宮川が批判を加える。1890 年頃から第 1 次世界大戦まで、特にイギリス帝国によって推し進
められた自由貿易体制によるグローバル化に加え、国家建設というもうひとつの力が世界に秩
序をもたらしていた。しかし第 1 次世界大戦の勃発によってそれら 2 つの大きな力が両立して
国際秩序を維持することが困難となり、19 世紀末に国家建設を完了させたドイツ・日本といっ
た新たな帝国の出現を招くことになる。このため戦間期には西洋諸帝国による旧来の秩序は破
(1)  たとえば、いち早く「世界史」の必要性を主張した岡田英弘『世界史の誕生』（筑摩書房、1992 年）、ヨー
ロッパ近代歴史学を乗り越えグローバル・ヒストリーの構築を唱える高山博『歴史学　未来へのまなざし—
中世シチリアからグローバル・ヒストリーへ』（山川出版社、2002 年）や秋田茂「グローバルヒストリーの
挑戦と西洋史研究」（『パブリック・ヒストリー』第 5 号、2008 年、34-42 頁）、アフロ・ユーラシアの視点
からヨーロッパ中心史観を覆す杉山正明『モンゴル帝国と長いその後』（〈興亡の世界史 09〉講談社、2008 年）、





いう、脱植民地化の時代を見据えた議論が第 7 章 Toward the Crisis of the World, 1914-1942 で展
開される。







最後に、第 9 章 Tamerlane’s Shadow で本書のまとめとこれからの世界のあり方に対するビジョ
ンが示される。この点については本論文の最後で扱うこととしたい。
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まず著者は、1750 年から 1830 年までの時代を、地政学・文化・経済の複合的要因から引き
起こされた「ユーラシア革命」と名付け、これによってユーラシア世界の均衡が崩れたことで
ヨーロッパは偶然にも













(2)  たとえば次の文献を参照。Dominic Lieven, Empire: The Russian Empire and its Rivals, London: John Murray, 2000［袴
田茂樹監修、松井秀和訳『帝国の興亡』上下（日本経済新聞社、2002 年）］；高田和夫「ロシア帝国史の方
法をめぐって」（『ロシア史研究』第 65 号、1999 年、74-82 頁）；山内昌之『ラディカル・ヒストリー —
ロシア史とイスラム史のフロンティア』（中公新書、1991 年）。
(3) John Brewer, The Sinews of Power: War, Money and the English State, 1688-1783, London: Century Hutchinson, 1988［大久









































(4)  前掲書。議論の概略は「序論」1-10 頁、「結論」257-8 頁、「訳者あとがき」259-71 頁を参照。
(5)  同 様 の 視 点 に よ る 研 究 と し て 次 を 参 照。Christopher Bayly, ‘The British Military-Fiscal State and Indigenous 
Resistance’, in Lawrence Stone (ed.), An Imperial State at War: Britain from 1689-1815, London: Routledge, 1994.
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ちユーラシア世界における「大いなる分岐」を遂げたというのである。これはもちろん、近年


































(6)  Kenneth Pomeranz, The Great Divergence: China, Europe and the Making of the Modern World Economy, Princeton: Princeton 
University Press, 2000. なお議論の大筋は K・ポメランツ、杉原薫・西村雄志訳「比較経済史の再検討 —「東





























は、「西洋」の概念とも対応するものであった。1880 年代以降、大ヨーロッパ = 西洋はグロー
バル・コロニアリズムという形で非ヨーロッパ世界へ大々的に展開していくことになる。
著者は、ヨーロッパの他の世界に対する優越の原点を、16 世紀以来の近代世界システムの
誕生と拡大に求めるのではなく、18 世紀から 19 世紀にかけて地政学的・経済的・文化的要因
から引き起こされた「ユーラシア革命」に見ているが、このことは前者の立場に立つ近代世界
システム論とは異なる文脈から時代を捉えていることを意味する。本章の記述を通して提示さ
(7)  この時代を対象とした帝国主義をめぐる議論については、Andrew Porter, European Imperialism, 1860-1914, 












































































(10) 籠谷直人「大英帝国「自由貿易原則」とアジア・ネットワーク」（山本有造編、前掲書、291-321 頁） ; 籠谷直人「イ
ギリス帝国支配秩序とアジアの商人ネットワーク」（秋田茂編『パクス・ブリタニカとイギリス帝国』〈イギ








































(12) さしあたり次の文献を参照。木畑洋一『支配の代償 — 英帝国の崩壊と「帝国意識」』（東京大学出版会、
1987 年）；木畑洋一編著『大英帝国と帝国意識 — 支配の深層を探る』（ミネルヴァ書房、1998 年）；北川勝彦、
平田雅博編『帝国意識の解剖学』（世界思想社、1999 年）。
(13) 半澤朝彦「国連とイギリス帝国の消滅 —1960-63 年」（『国際政治』第 126 号、2001 年、81-101 頁）；半澤朝彦「イ
ギリス帝国の終焉と国連 — イギリスの対国連政策（1960-1961）」（緒方貞子、半澤朝彦編著『グローバル・










































(14) 小野沢透「現代アメリカと「帝国」論」（『史林』第 88 巻第 1 号、2005 年、90-125 頁）。 
(15) 菅英輝『アメリカの世界戦略—戦争はどう利用されるのか』（中公新書、2008 年）。
(16) 竹中亨「歴史研究とシステム論的権力・帝国」（『パブリック・ヒストリー』第 1 号、2004 年、19-29 頁）。
(17) Michael W. Doyle, Empires, Ithaca and London: Cornell University Press, 1986, pp.12, 40, 44.
147ユーラシアからグローバル・ヒストリーへ
縛といった権力行使の負荷（weight）のセットから、「帝国」を公式帝国・非公式帝国・覇権





































(19) 山本吉宣『「帝国」の国際政治学 — 冷戦後の国際システムとアメリカ』（東信堂、2006 年、156、168-170 頁）。
(20) 木畑洋一「現代世界と帝国論」（歴史学研究会編『帝国への新たな視座 — 歴史研究の地平から』〈シリー




(21) T・マコーミック（松田武訳）「アメリカのヘゲモニーとヨーロッパの自立性、1989-2003 年 — イラク戦
争を理解するための分析枠組み」（L・ガードナー、M・ヤング編著（松田武、菅英輝、藤本博訳）『アメリ




























































(24) 杉山正明、前掲書；森安孝夫『シルクロードと唐帝国』（〈興亡の世界史 05〉講談社、2007 年）を参照。
(25) ウォーラーステイン的理解を修正する研究として、13 世紀後半から 14 世紀後半までの間、世界の 8 個のサ
ブシステムが相互関係を持つ「13 世紀世界システム」が存在したことを主張する Janet L. Abu-Lughod, Before 
European Hegemony: The World System A.D. 1250-1350, Oxford University Press, 1989［佐藤次高ほか訳『ヨーロッ
パ覇権以前—もうひとつの世界システム』岩波書店、2001 年］や、グローバル・エコノミーの重心は人
類史の常態としてユーラシア大陸の東側にあったと述べる A.G.Frank, ReOrient: Global Economy in the Asian Age, 
University of California Press, 1998［山下範久訳『リオリエント—アジア時代のグローバル・エコノミー』（藤
原書店、2000 年）］が挙げられる。
